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〈概 要 〉

子 どもが創造 的 な音 楽をす るには,工 夫 して表現 す る ことが大切で あ る。 その ために

は,音 楽 のよさや美 しさを感 じ取れ るよ うな指導 の手だてが必要 とな る。 そ こで,本 研究

で は,音 楽的な要素 に視点 を当て,4っ の指導 の手 だて を通 した授業を展 開 した。

各実践 では,子 どもの思 いや感 じ方 ・活動の様子 な どか ら4つ の指導 の手だて について

有効性 を検証 した。
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1研 究 主 題 と 研 究 の 内 容

音 楽 的 な 要 素 を 感 じ取 り 工 夫 して 表 現 す る 授 業 の 展 開

1研 究主題設 定の理 由

「で きた!」 「楽 しか った!」 「もう一度や りたい!」 子 どもたち一人一人が満足感 を味

わ ったとき,次 への活動 の意欲 となる。 また,意 欲 を もつ ことによ り,自 らの よさや可能性を

発揮す ることもで きる。

変化の激 しいこれか らの社会をた くま しく生 きてい くために,学 校教育が 目指すの は,自 分

で課題 を見付 け,自 ら学び,自 ら考え,主 体的 に判断 し,行 動 し,よ りよ く問題 を解決す る資

質や能力 をは ぐくむ ことで ある。音楽部 会では共通研究主題 を受 けて,以 下の二点が 「生 きる

力」をは ぐくむ上で重要 と考え た。

・子 ども一人 一人が音楽活動の様 々な場面において,自 分の思 いや感 じ方 を表現す る。

・表現 を工夫 す ることによって,主 体 的で創造的 な音楽活動 をす る。

そのため には,日 々の授業 に生 きる教師の支援 の在 り方を追究 してい くことが大切 にな る。

そこで,研 究主題を 「音楽 的な要素を感 じ取 り,工 夫 して表現す る授業 の展開」 と設定 した。

子 ど もが 「音楽的な要素を感 じ取 り,工 夫 して表現 す る」 とは,次 のよ うに考え る。子 ど も

は自分の気持 ちや思 いを 自然に表現 して いるとき,無 意識の うちに音楽的な要素を感 じ取 って

い る。例 えば,低 学年で は拍の流れや リズムのお もしろ さを感 じて身体表現 した り,強 弱の変

化 を感 じ取 って表現 したりす る。 また,中 学年以降 は音色の違 いを聴 き比べた り,強 弱の変化

を工夫 した り,音 量 のバ ラ ンスや速度,音 の重 な りや楽器の組 み合 わせな どを工夫 して表現 し

た りす る。

子 どもは音楽 を主体的 に聴 いて,音 楽的な要素 を感 じ取 る。 また,教 師の適切 な手 だて によ

り,も っとよ く表現 したい と思 い,自 分の気持 ちにあ った音色や音量,速 度等を工夫す るよう

になる。 さ らに,友 達 と学 び合 う中で,自 分の中にはない友達の表現 のよさを発見 し,自 分の

表現 に生か そ うとす る。本研究 のね らいは,工 夫 して表現す る活動を通 して,音 楽 とかかわる

喜 びや満足感,成 就感な どを味 わ うことがで きる授業の展開の在 り方を探 る ものであ る。子 ど

もが音楽 を心か ら楽 しい,美 しい と感 じたとき,生 涯 にわたって音楽を愛好す る心情がは ぐく

まれて い く。
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2研 究の内容 『訴 鴨

研 究を進 め るに当た っては,子 どもの実態調査を行い,目 指 す子 ど も像を設定 した。また,

音楽 的な要素に視点を当て た指導 について共通理解を図 り,各 実践 の指導の手だて について有

効性 を検証す ることと した。

(1)子 どもの実 態

子 どもの実 態を把握す るため,研 究員所属校(14校)で 質問紙法 によ る調査 を行 った(実

施 時期 は6月 下旬 か ら7月 上旬)。 調査の集計 ・分析の結果,次 の ような実態が浮か びあが

った。

・子 どもの大半 は音楽 の学習が好 きであ る
。

(4990名 中76%の 子 ど もが音楽の授業を 「とて も好 き」

・子 どもが楽 しく感 じるの は
,

① 音楽 を共 にっ くりあげて い く喜びを感 じた とき,

0

③ 音楽活動 を通 して,

④

して い く喜 びを感 じた りしたとき,な どである。

「好 き 」 と答 え て い る。)

(ど ん なふ うに表現 したいのかをっかみ)表 現への見通 しを もつ ことがで きた とき,

その表現のよ さな どを見 出 したとき,

友達や先生 に自分の表現を認め られ る喜 びを感 じた り,友 達 の表現 のよさを認あ生か

・分 か らな い こ とや で き な い ことが あ る と き
,子 ど もは音 楽 の 学 習 を難 しい と感 じる。

(2)目 指 す 子 ど も像

これ らの実 態 か ら,表 現 を工 夫 し,っ くりあ げて い く喜 びを 感 じる こ とが,子 ど もに と っ

て大 切 だ と考 え る。 ま た,子 ど もが 表 現 の よ さを感 じ取 るの は,音 楽 の美 しさや 楽 しさに ふ

れ,満 足 感 を もっ と きだ と考 え る。

そ こで,目 指 す 子 ど も像 を次 の よ うに設 定 した。

いろいろな音楽 にふれ,リ ズムの面 白

さや旋律 の美 しさなどを感 じ取 り進ん

で音楽活動 す る子 ども

「も う少 しゆ っ くりや って み よ う。 」

「強 弱 を は っき りさせ よ う。 」 な ど

表現 を工 夫 し最 後 まで や り遂 げ る子 ど も

友達 の表現 を聴 いて共感 した り,

そのよ さを 自分 の活動 に生 か して,

表現 の幅を広 げよ うとす る子 ど も
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⑧ 研究仮説

授業の計画をたて るとき,教 師は,楽 曲の教材性を分析 した り,子 ど もの実態に合 った学

習 内容 を吟味 して い く。特 に,活 動す ることによって深あ られ る 「その音楽のよ さ」を明確

に して い くことが大切であ る。子 どもが満足感や達成感を もっには,自 分の感 じ方 や考えを

生 か して活動で きる場面が不可欠であ る。 そ こで,研 究仮説を次のよ うに設定 した。

音 楽的な要素 に視点 を当て た指導の手だてを考 え,子 ど もが工夫 して表現す るよ うな授

業を展開すれば、子 どもは音楽 の美 しさ、よ さを感 じ取 り満足感を味わ うで あろう。

(4)研 究の視点

「この曲は リズムが面 白い。」 「きれいな音色で途中か ら別の音 も聞 こえたよ。 」 「この

歌 は もう少 し速 いテ ンポで歌 いた い。」など,子 ど もの音楽に対す る感 じ方 は様 々である。

子 どもの様 々な感 じ方 を もとに,自 分 にとっての価値あ る新 しい ものをっ くり出す ことは,

「創造 的な音楽学習 」にほかな らない。

本研究で は,音 楽的な要素を リズム,旋 律,音 の重 な り,強 弱,速 度,構 成,音 色 などと

して捉え,音 楽的な要素 に視点を当てた指導の手だてを工夫 しその有効性を探 って い く。 こ

れは,音 楽 を概念的 に分析 した りす るので はな く,音 楽を聴 いた り,歌 った り,楽 器で演奏

した りす る活動 を通 して,子 どもの思いやイメー ジを広げ ることで ある。工夫 して表現す る

活動 と しては,以 下の活動が挙げ られ る。※

① 既 存の音楽作品(歌 唱 曲や合奏曲な ど)を 自ら工夫 して演奏 した り,積 極的 にそのよ

さや美 しさを感 じ取 りなが ら聴 いた りす る活動

② 既存の音楽作品 とのかかわ りを通 して,よ り広が りのある音楽表現を工夫 して い く活

動

③ 自分 の思 いや 自由な発想 に従 って,新 しい音楽をっ くって表現す る活動

これ らの活動 を展 開 して い くうえで,子 どもたちが試行錯誤 し,自 分の表現 に自信 が もて

るようにな った り,友 達 の表現の よさに共 感 した りす る過程が重要で ある。音楽 は本来創造

的な活動であ る。 いろいろな活動を通 して,子 ど もたちが音楽 とのふれ合 いを楽 しむ ことは

もちろん,音 楽的な要素 の一部分 に気付 いた り意識 した りして い くことが,工 夫 して表現す

る力を伸ばす ことにっなが ると考 え る。

(5)研 究の方法 と指導の手だて

本研究で は,子 ど もが音楽の よさを感 じ取 って 「聴 く」 ことや,音 や声 ・言葉の身体 の動

きな どで 「表 す」 ことを広 くとらえ,子 どもの姿 を見取 っていけ るよ う,次 の ような方 法で

研究を進あてい く。

【研究の方法】

・子 ど もの実態調査を行い,音 楽の授業 に対す る思いを読み取 る。

・授業研究を通 し,子 どもの変容 を分析す る。

・各実践の指導の手だて について,有 効性 を検証 し,一 般化 して い く。
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授業を展開 して い くなかで,教 師 は子 どもの活動を見 取 り,一 人一人に合 った支援を して

い く必要が ある。す ぐに 「音 」や 「声」に出 して表現 して満足 してい る子 ど もには、 「表現

方法 をさ らによい もの に して い く工夫」を促す。 また,何 度試 して も納得が いかないとい う

子 ど もには,教 師が一緒 にな って試 しなが らその子 ど もの思 いに共感 して い くよ う,方 向付

けを して い く。本研究で は,こ れ らの支援 の中か ら,音 楽的な要素に視点 を当てた次の4つ

の指導の手だての工夫 について,そ の有効性 を探 って い く。なお,次 項の表 は,4つ の指 導

の手だての具体的な例を示 した ものである。

【指 導 の 手 だ て 】

教材選択と教材開発 学習 の進 め方の工夫 「聴 く」 「表 す 」 を タイ ミ ングの よ い

関連づ けた活動 言葉かけ

子 ど もが 意欲 を 学習 のね らいに応 音楽 のよさを聴い 子 どもの姿を的確

もって取 り組 め る楽 じ て,個 別 ・グ ル ー て 感 じ取 った り,友 に捉 え,音 楽的な要

曲、課題 をっかみや プ ・全体 などの形態 達 の表現の よさを認 素を意識する言葉か

す い範唱 ・奏のCD 等 の関連 を工夫 し, め合 い,自 分の表現 け を す る。 また,学

な ど音 源 を選 ん だ 一人 一人 の課題 に合 に生 か して い く。 習の見通 しを もて る

り,学 習 カー ドや 編 わせて主体 的に活動 実際に音 を出 しな よう,適 切 な発問を

曲教材を作成 した り で きる場所 や時間 を が ら,音 色や音の重 心がけ るが,発 問や

す る 。 確 保 した りす る。 な り,強 弱や音量の 言 葉 か け を しな い

また,事 前の学習 バ ラ ンス,構 成 な ど で,子 どもの姿 を見

環境 に も配慮す る。 につ いて子 ども自身 守 ることも時 として

が判断で きるよ うに は必 要 で あ る。

し て い く 。

合
音 楽 的 な 要 素

※ 参考文献

小学校 音楽指導資料

「新 しい学力観 に立っ

音楽科の授業の工夫」

平成7年 文部省
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指導の手だての例

教材選択 と教材開発
・子 どもの心情 に合 った教材を選択す る。

・旋律や音の重 な りなどの美 しさを感 じ取 り,

「自分 も挑戦 して みたい」 という意欲の も

っ教 材を選択す る。

・子 どもが無理 な く工夫 して いけるよ う,演

奏の簡単なパー トを用意 す る。 ※

・音楽的 な要素を聴 き取 りやすい範 唱 ・範奏

テープを作成す る。

・リズムや旋律の反復 など,分 か りやす く,

発展性 のあ る教材を選択す る。

・速度や音色の違 いが聴 き とりやすいCD

の準備をす る。

パヲヘルベルのカノン

X・ ②～0の中から子どもが選Rす る,・

「聴く」「表す」を関連づけた活動
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H実 践 U仔

【実践1】 第5学 年

題材 「音 の重 な りを感 じて ア ンサ ンブ ル を しよ う」

1研 究主題 と本実践の意図

子 ど もにとって音楽の授業が難 しい と感 じて いるときは,音 楽活動が うま くで きない とき,

上手 にで きないときな どであ る。 そ こで,本 実践で は,「 音 の重 な りの美 しさを感 じ取 り,み

ん なが意欲を もって楽 しあ るア ンサ ンブル」と して題材構 成 し,子 ど もが楽 しく活 動で きる こ

とを意図 した。 自分で旋律や楽器を選 び,友 達 と音を重ねてア ンサ ンブルの活動を進 め ること

は,一 つ一っの音 に対す る鋭 い感覚や音楽に対す る豊かな感性 を磨 き,音 楽表現の能力を引 き

出 し伸 ばす ことにっ なが る と考えた。

(1)本 実践 における指導の手立て

① 自分で パー トを選 び,音 楽を構成で きる

教 材 の 開発

パ ッヘ ル ベ ル作 曲 「カ ノ ン」 を 基 に,子 ど も

が 関 心 に応 じて無 理 な く楽 し く工 夫 で き るよ う

リズ ム や 旋律 の異 な る九 っ の 旋 律 を 提 示 す る。

ア ンサ ンブ ル楽 譜(伴 奏 と4パ ー ト)を 提 示

し,そ の うち1パ ー ト(ウ)は,グ ル ープ で 九

っ の 旋 律 か ら選 べ る よ うに す る。

② 音 の 重 な りや 音 色 の 変 化 を聴 き取 る こ との で

きる範奏 と音楽の構成 とが見て分か る表の活用

曲の構成 を考え る場面 は,児 童が聴 いて感 じ

る ことので きるよ う二っの範奏テープをっ くる。

(範 奏1,2)ま た,音 楽の構 成を視覚的 に も

とらえ られ るよ うに,右 の表 を活用 する。

③ グル ープ ごとに練習で きる場所 の設定

一つの教室で限 られた楽器 での グループ活動

の ため,低 音楽器 ・鍵盤楽器 ・木琴 ・鉄琴 など

を,グ ループに1台 と決あ,時 間毎 に順番 にコ

ーナーを変えて練習す るよう学 習環境 を設定す る
。

また,替 わ りの楽器 を使 って練習す るよ

うにす る。

④ 次の活動につなが る言葉か け

ア ンサ ンブルをする ときには,自 分たちで

楽器 の音色や特徴 をよ く聴 いて,試 しなが ら楽器

を選 んだ り,合 わせた りす るよう助言 してい く。

件
奏

0 の

一1

■1

ill τ arr-r-1
1川7 rl1

置

1-a'

i
● 「「ll 、

A

11、 」-「 巳

i 1'11

.`.●' m 0

重,1-」

1'β'

昌 哺

(ア)舞塁 ≡匡 匡

(イ)翻麹 舞 躍

(ウ)

(エ)

(範 奏1) (範奏2>
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(2)教 材 ド ・

① 「カ ノ ン」 パ ッヘ ル ベ ル作 曲(原 曲)

② 「パ ッヘ ル ベ ル の カ ノ ン」 か ら(井 口 章 編 曲 を基 に教 材 開 発 した もの)

2題 材 の 目標

(1)旋 律 の重 な りに興 味 を もち,グ ル ー プで ア ンサ ンブ ル を楽 しむ 。

(2)よ りよ い ア ンサ ンブ ル を す るた め に,グ ル ープ で 楽器 の音 色 の 組 み 合 わ せ や 曲の 構 成 を

工 夫 して 表 現 す る。

(3)互 い の 表 現 の よ さや工 夫 を認 め合 い なが らア ンサ ンブ ル をす る。

3学 習 内 容

(1)「 カ ノ ン」 を 聴 き,音 の 重 な って い く美 しさ に気 付 く。

② 「カ ノ ン」 か ら,九 っ の 旋律 を リコー ダ ーで 合 わ せ て 吹 き,音 の 重 な りを 感 じ取 る。

⑧ グル ープ で,楽 器 の 音 色 の組 み合 わせ や 曲の 構 成 を工 夫 して,ア ンサ ンブ ル の練 習 を す

る。

(4)グ ル ープ で 発 表 し,互 い に聴 き合 う。

4題 材 の 評 価 規 準

ア 音 の 重 な りの お も しろ さや 友 達 と合 わ せ る楽 しさ に気 付 き,進 ん で ア ンサ ンブ ル に取 り

組 も うと して い る。(観 点 ①)

イ 旋 律 や 音 の 重 な りを 感 じ取 って,楽 器 の音 色 の 組 み 合 わ せ や 曲 の構 成 を 工 夫 し表現 して

い る。(観 点 ②)

ウ 正 しい旋 律,リ ズ ム,美 しい音 で ア ンサ ンブ ルの 演 奏 を して い る。(観 点 ③)

工 音 楽 を聴 いて その よ さを 味 わ う と と もに,友 達 の 工 夫 した と ころ や よ さ に気 付 い て聴 い

て い る。(観 点④)

5指 導 の実 際(9時 間)

[第1次 コね らい;聴 いたり,リ コ謄ダーで吹いた りして膏の叢 な りの 美 しさを感 ¢取 るg

時 ○ 主 な 学 習 活 動 ☆ 指 導 の 手 立 て

○ 「カ ノ ン」 をCDで 聴 い た りア ンサ ンブ ☆映像を通 して具体的 にア ンサ ンブルの

ルで演奏 して いるビデオを見 た りして, か た ちを理 解 で き る よ うにす る。

1 気が付 いた ことを発表す る。 「大勢 で や る合 奏 とは,

どこがちがいますか?」

2 ○ 「カ ノ ン」か ら自分 の好 きな旋 律 を選 ☆伴奏のテープを用意 し,必 要 に応 じて

び,友 達 と合 わ せ て 吹 い て み る。 活 用 で き るよ うにす る。

.ゆ 。 くりの テ ンポJ-6。

.ふ つ うの テ ンポJ-96

A男 「この 旋 律 は きれ い だ し,ぼ くに も

で き そ う だ 。 」
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[第2Jね らい:グ ル ープで楽器の組 み合わぜや懸の構成を工夫 して,ア ンサ ンブルの

演奏をす る。

4

5

6

7

8

○ グル ー プ の 中 で(ウ)の 旋 律 を 決 め,パ

ー トを 分担 し,楽 器 を選 び練 習 す る。

A男 「僕 は,(ア)の 旋 律 を リ コー ダー で

や りた い な 。 」

○ 旋 律 の 重 ね 方(範 奏1,2)の テ ープ を

聴 く。

㊥ 「伴奏 とパ ー トを一っずっ合 わせて

最 後 は全 員 で 演 奏 して い る。 」

A男 「僕 の や って い る旋 律 が で きた。 」

㊥ 「(ウ)は6番 の旋 律 だ 。 」

○ グ ル ープ に分 か れ て旋 律 の重 ね方 を 工 夫

す る。

[Aグ ル ープ]

「まず3っ の パ ー トを重 ねて み よ う。 」

A男 「伴 奏 の 速 さ に合 わ せ よ う。 」

⑤ 「も う少 しゆ っ くり合 わ せ よ う。 」

㊥ 「きれ い な音 に な った ね 。 」

A男 「3回 目 は,僕 は休 み だ 。 」

0「 最後 が寂 しいよ。 」

㊥ 「最後 は,全 部 の楽器で合わせて盛 り

上 げ よ う。 」

A男 「僕 は,1回 目 と2回 目,5回 目 に

演 奏 す るん だ 。 」

○ 中闇 発 表 を す る。

B男 「あの グル ープ の 演奏 い い な。 」

☆ ア ンサ ンブ ル用 に,楽 譜 を 用 意 す る。

「な るべ くグル ー プの 中で 同 じ楽器 に

な らな い よ うに ね。 」

☆伴奏 と4っ の旋律の重 な りが分か るよ

う範奏 テープと表を用意す る。

「2つ の テ ー プの 違 い に気 が付 き ま した

か 。

☆音楽の構成を工夫 す る表を使い,音 の

重 ね方 を工夫で きるよ うにす る。

wト ゐ前 L! 2隔 3M /f S

㊦ 伴拳 0 0 O 0 t。アノ

① ア O 0 0 ソコづ心

0 ア
.

0 0 0 0 乃う材ン

9 イ O 0 0 リコ_9"

① イ

.

0 0 0 鷲
④ ウ 0 0 0 リコ_q・一

② 工 0 0 0 0 鉄酌

璽壬 0 0 }徽

「重 ね 方,楽 器 の組 み合 わせ,音 の 響

き,音 量 な どを よ く聴 いて ね 。 」

(エ)の 旋 律 を 木 琴 で や って い たB男 に,「 音 を 長 く伸 ばす に は ど う した らい いか

な?」 と言 う言 葉 か けを した 。 そ の意 図 は,音 が 長 く伸 び るよ うな奏 法 に気 付 くよ う

にす る こ とで あ る。 その とき に は,奏 法 を変 え なか った が,他 の グル ープ の 演奏 を聴

いて,中 間発 表 で は,ト レモ ロで 楽 しそ うに演 奏 を して い た。 これ は,友 達 の 表現 か

ら奏 法 を学 び,自 分 の表 現 に進 ん で 生 か す こ とが で きた か らで あ る。

)
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C3次3ね らい:惣 分た ちの ア ンサ ンブルを発衷 し,互 いによいと ころ亙夫 した ところ

を聴 き含 う。

○各 グループご とに自分た ちの ア ンサ ンブ

ルの発表会 をす る。

○感想 カー ドを書 く

「友 達 の ア ンサ ンブ ルの よか った と こ

ろ工 夫 した と ころ を聴 き ま し ょう。 」

6考 察

一人 一 人 が ,「 自分 で旋 律 や 楽 器 を選 び,友 達

と協 力 して,一 つ の音 楽 を つ く りあ げ た」 とい う

喜 び を もて た こ とが 本 実 践 の 成 果 で あ る。

児童 は,こ れ ま で以 上 に達 成 感 や 満 足 感 を 体 験

す る こ とが で き,次 の学 習 へ の 意 欲 へ とっ な が っ

た 。

①A男 は,リ コー ダ ー に対 して 苦 手 意 識 を も

って い た 。 しか し,美 しく,し か も簡 単 に演

奏 で き る(ア)の 旋律 は 自分 に もで き る と進

ん で 友 達 と合 わ せ た 。 ア ンサ ンブ ルで も リコ

ー ダ ーを 吹 き意 欲 的 に取 り組 ん だ
。 感想 カ ー

ドに は 「もっ とや りた い 。 」 と書 い て い た。

これ は,範 奏 テ ープ で 音 楽 の 特 徴 を っか み

自分 で 旋 律,楽 器 を 選 ぶ よ うに した こ とに よ

り,rこ れ な らで き る』 とい う 自信 が もて た

結 果 で あ る。

0

す る順 番 が 確 認 で き,

ル ー プ の演 奏 を聴 く と きに も,

が で きた 。

③ 楽 器 を選 ぶ と き,

u

他 堺9乍 いQ-)
適 難 から

(騨 饗 階 桝　丈橘 縄)

〔 一 ワ鱒 惚 艶 ・アン宅副

難1熱鶴驚7
ち潮擬禰 瓶醜 ♪

7ン サ ソ ブ ソレ ば?

よくてゆきfヒ 。ゆいん`コトらた 。む す.1'.,しが7了…二

、 麺

i

構成 を考え る場面で使用 した表 は,音 の重な り方を視覚的 に捉え るとともに自分の演奏

どの子 ど もも自分の演奏に自信を もって取 り組めた。 また,他 の グ

音だ けでな く,視 覚 的に も演奏を確認 しなが ら,聴 くこと

ほ とん どの グ ル ー プが ピア ノ伴奏 を構 成 表 に取 り入 れ て い た。 しか し,

練 習 場 所,替 わ りの 楽器 で練 習 す る ことを 決 あ た こ とで,グ ル ープ で 工 夫 す る活 動 が ス ム

ー ズ に で きた。

※ な お,以 下 の点 が課 題 と して 残 った。

④ 構 成 を考 え る場 面 で は,パ ズ ル にな らな い よ う音 を いつ も確 か め な が らア ンサ ンブル を

す る こ とが 大 切 で あ る。 その た あ に,速 さ,音 量,奏 法 につ いて,タ イ ミングの よ い言 葉

か け の工 夫 が 一 層 必 要 で あ る。
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【実 践2】 第6学 年

題 材 「ぼ くらの ラ ・バ ンパ をつ くろ う」

1研 究主題 と本実践の意図

高学年 は,合 唱,合 奏,ア ンサ ンブルな どの活動 を通 して,ハ ーモニーの美 しさ,楽 しさを

経験 して きて いる。 しか し,よ り高度 な もの に意欲を感 じる子 ど も,難 しい とす ぐ思 い込んで

や る気 をな くす子 どもな ど,個 人差 も出て くる。一人一人が 自分の思いを表現で き,お 互いの

よさを生 か しなが ら楽 しく活動 で きる場 を設定 してい くことが大切で ある。

本実践 は,音 楽的 な要素の中で,特 に,「 音 の重な り」を感 じなが ら自分の 「旋律 」をっ く

り,「 音 の重 な り」や 「構成」を工夫 してい く活動で ある。工夫 して い く過程で,「 こうい う

表現を したい」 とい う子 ど もの思 いや願いが深 ま る。 また,お 互いに聴 き合 い,認 め合 うこと

を通 して,よ り音楽 のよ さを発見 し表現す る意欲が高まると考えた。そ こで,次 の4っ の指導

の手立てを工夫 してい く。

(1)本実践 にお ける指導の手立て

①工夫 の しやす い教材の選択 と音楽的な要素 の聴 き取 りやすいCDや テープの工夫

主 旋律,副 旋律,和 音進行が簡単で演奏 が容易 な教材を選び,技 能面でっ まず くことな

く工夫で きるよ うにす る。 また,旋 律を少 な く してお くことで,自 分 のっ くった旋律を合

わせやすいよ うにす る。

さ らに,和 音進行の繰 り返 しやいろいろな旋律が聴 き取 りやすいCDを 用意す る。和音

の聴 きを感 じなが ら,旋 律をっ くるよ うに,伴 奏(和 音進行)を 繰 り返 し録音 したテープ

を準備 す る。

②学 び合いの場の設定

友達の表現 を聴 き合 う場 を多 く設定 し,自 分の

表現を振 り返 り,よ いところを生か して い くよう

にす る。

う ・ぽ ンぼ に 合 うふ しとっくろう

碑 組

41」 」1∂ N

購 鱗
⑲ ⑭ ①oop

工 配7>工v▽

0

9・llI
蒲Il
、Ψ『"

」

◎

θn

計i会MlItu
J

刀 友ビ ちの痩 奏セきいて

/

i/

Q

凝
③簡単なルールで工夫 で きるカー ド,使 用す る楽器 の選択,及 び工夫 しやす い構成表の活用

和 音 の 構 成 音 だ け を組 み合 わせ る と い うル ー ル の も とに,カ ー ドを使 って旋 律 をつ くる

よ うにす る。
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同 質 の 音 色 の 方 は音 が バ ラ ンス よ く調

和 す る と考 え て,使 用 す る楽 器 を リコー

ダ ー に しぼ る。 この こ と は,み ん な で 一

緒 に音 楽 室 で 学 習 で き る よ さ もあ る。

ま た,一 緒 に考 え た り,工 夫 した り,

演 奏 した りで き るよ う に,み ん な で 見合

え る構 成 表 も用 意 す る。

④ 学 習 の 見 通 しを もつ よ うにす る朱 書 き

一 人 一 人 の 活 動 を 把 握 し,そ の 時 間 の

活 動 を 認 あ 励 ま し,次 の 学 習 の 見 通 しを

もっ よ うな 内 容 を カ ー ドに朱書 きす るよ

うに心 が け る。

(2)教 材

① 「リボ ンの お ど り」 メキ シ コ民 謡 橋 本 祥 治 編 曲

② 「ラ ・バ ンパ 」 メキ シ コ民 謡 ロス ・イ ンカス 演奏

ぺ ぺ ・レオ ン とラ テ ンバ ン ド演 奏

2題 材 の 目標

(1)和 音 の 響 き,音 の 重 な り,リ ズ ム のお も しろ さを 感 じ取 り,意 欲 を も って学 習 に取 り組

もう と して い る。

(2>自 分 た ちの 感 じ方 を生 か して,旋 律 や 音 の 重 な り,全 体 の構 成 を 工 夫 し,表 現 す る。

(3)互 い の 表現 を聴 き合 い,よ さ や工 夫 した と こ ろを認 め合 い,表 現 の 工 夫 をす る。

3学 習 内 容

(1)原 曲 の 雰 囲 気 や 和音 の響 きを 感 じ取 って,「 ラ ・バ ンパ 」 を聴 く。

② 和 音 の 響 きに合 わ せ て,「 ラ ・バ ンパ 」 を 聴 く。

(3)グ ル ー プ で 協 力 しなが ら,旋 律 や 音 の 重 な り,曲 の 構 成 な ど を工 夫 して,自 分 た ちの

「ラ ・バ ンパ 」 を っ くって演 奏 す る。

(4)互 い の 表現 を聴 き合 い,よ さや工 夫 した とこ ろを 認 め 合 い,友 達 の っ くった 「ラ ・バ ン

パ 」 を 楽 しん で聴 く。

4題 材 の 評 価 規準

ア 音 の 響 き合 い に 興 味 を も って,友 達 と協 力 して 意 欲 的 に グル ー プ活 動 を して い る。

(観 点 ①)

イ 和 音 の 響 きを 感 じて旋 律 を つ く った り,原 曲の 雰 囲 気 を生 か して 表 現 を工 夫 した り して

い る。(観 点 ②)

ウ リズ ム,音 程,奏 法 に 気 を っ けて,互 い に聴 き合 い なが ら演 奏 して い る。(観 点③)

工 友 達 の 表現 を聴 い て,そ の よ さ を感 じ取 って 聴 い て い る。(観 点 ④)

や 一
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5指 導の実際(9時 間)

[第 丑次3ね らい:rラ ・バ ンパJの 雰 囲 気 や 音 の 響 きを懲 じ取 る。

時

1

○ 主 な 学 習 活 動

○ 「ラ ・バ ンパ 」 を 聴 き,感 想 を発 表 す る。

鍛舗
n

1

0「 リボ ンの お ど り」 を聴 き,主 旋 律 を歌

った り,低 音 に合 わせ て,合 唱 部 分 を リ

コー ダー で演 奏 す る。

☆ 指 導 の 手 だ て

☆民族音楽 の感 じが強い もの と,和 音進

行の繰 り返 しが聴 き取 りやす い もの と

を用意す る。

伴奏を よく

聴 いてね。

くり返 して

い るな。

凱

蹄2次3ね らい:秘 音 の響 きに合わせて 葭分 の捷律 をつ くり,ア ンサ ンブルを工夫 す る。

2 ○ 「リボ ンの お ど り」 を聴 き,音 の 重 な り

か ら,使 わ れ て い る和音 を調 べ る。

0「 リボ ンの お ど り」 の 和音 進 行 に合 わ せ

た別 の旋 律 をっ くる。

1・Ll了 ト
A i'

1d1A7-1T-1 r Iw,o γ

E E
慌 男μ げ]

☆いろいろな旋律が使 われていることに

気付 くよ うにす る。

☆和音進行 と構成音を書いたカー ドを用

意 し,教 師が っ くり方を示す。

☆伴奏を繰 り返 し録音 したテープを用意

す る。

自分 の 旋 律 を つ く ったA男 とB男 は,自 分 た ちで 旋 律 を 合 わ せて み て,「 先 生

きれ い に重 な りあ った よ。 聴 いて み て 」 と知 らせ に来 た。 これ は カ ー ドで 音 を 和

音 の 構 成 音 に限 定 して お い たの で,簡 単 に合 う旋 律 をつ くる こ とがで きたか らだ

と考 え る。

30み ん なで 友 達 の っ くっ た旋 律 を聴 き合 う。 ☆ 伴 奏 に合 わせ て リ レー 式 に つ な げて 吹

くよ うに す る。
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○ グループに分かれて,自 分のつ くった旋

律 と友達のつ くった旋律を合わせてみ る

○ グ ル ー プ ご とに聴 き合 い,よ か った こ と

や,工 夫 して い る こ とを発 表 す る。

亀
Cさ ん の シ ン プ ルな

ふ しに合 わ せ た の が

よか っ たで す 。

●

"鶴

☆互 いによ く聴 き合 うよ うに助言す る。

☆ いろいろな重ね方 を工夫す るよ うに助

言す る。

☆みんなで一緒 に工夫 しやすいよ うに,

大 きな構成表 を用意す る。

A

B

C

1

n

n

△

2

0

3

0

4

0

5

0

0

6

O

O

7

O

O

8

口

口

口

'ζ第3准}ね 概い:グ ループ毎 に演奏を発表 し
,互 いの演奏 を楽 しむ。

'」 ・ ～ 喝

く

4 ○発表会を もち,グ ループ ごとに発表 し聴

き合 う。

☆演 奏 の満 足 感 が もて るよ うに,全 グル

ー プの よ さを 認 あ る
。

6考 察

本 実 践 で は 「一 人 一 人 の子 ど もが 自分 の 思 い を も って,表 現 す る こ と」 と 「友 達 と一 緒 に 工

夫 す る こ とで,自 分 の 思 い を よ り広 げて い くこ と」 がで き た。 それ は,工 夫 の 観 点 を 音 楽 的 な

要 素 を視 点 に整 理 して い った こ と,い ろ いろ な 指導 の手 立 て を工 夫 した こ とで,子 ど もに と っ

て分 か りや す い課 題 とな ったか らと考 え る。

(1)教材 選 択 と教 材 開 発(指 導 の 手 立 て ①)

演 奏 が 容 易 なの で,子 ど もが 安 心 して 取 り組 め た。A男 は歌 は大 好 きだ が,楽 器 は技 能 面

で いつ も苦 労 して い る こ と もあ る。 しか し,楽 しそ うに友 達 と工 夫 す る こ とがで きた。 ま た ,

伴 奏 を聴 く とい う点 で,リ コー ダ ー に楽 器 を 限 定 した こ と も効 果 が あ った 。

(2)「聴 く」 「表 すJを 関連 づ け た活 動(②)

つ く った旋 律 を リレー式 に発 表 した り,グ ル ープ の発 表 を聴 き合 った り した と き,「 か っ

こい い ね。 」 「きれ い だ ね。 」 とい った言 葉 が 多 く聞 か れ た。 学 習 後 の 感 想 に も 「○ ○ さん

の よ うに工 夫 して み た い。 」 な ど と書 いて い る子 ど もが多 か った。

(3)学習 の進 め方 の工 夫(③)

A男 とB男 は 「っ くる 」段 階 で,「 重 ね る」 こ とを 自分 た ちで 見 付 け 出 した 。 これ は,簡

単 に持 って移 動 で き る リ コー ダ ー を使 用 した こ とで,た くさん の友 達 と聴 き合 う こ とが で き

た か ら と考 え る。

課 題 と して は・ カ ー ドや 構 成 表 を初 め か ら与 え て しま った た め に,音 を 感 じる前 に機 械 的

につ く って しま う場 面 も見 られ た 。 初 め は音 た け で工 夫 す る よ うに して ,つ まず きが 見 られ

た ときや 記 録 確 認 す る場 面 で タイ ミ ングよ く与 え るよ うにす る こ とが 大 切 で あ る と感 じた。

(4)タ イ ミングの よ い言 葉 か け(④)

認 あ た り,褒 め た り,ア ドバ イ スを した り した こ とで,次 の 活 動 が よ り活 発 に な っ た。
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【実践3】 第5学 年

題材

1研 究主 題 と本 実 践 の意 図

5年 生 は これ ま で,遊 び歌 や季 節 の 歌 と して 日本 の音 楽 に親 しん で きた。 本 実 践 の 意 図 は,

日本 の 民 謡 を 教 材 化 し,5つ の音 が 使 わ れ て い る とい う 日本 の 民 謡 の特 徴 を 生 か し,音 楽 的 な

要 素 を 感 じ取 る よ うに して い く こ とで あ る。 そ して,そ の5つ の 音 を使 って 自分 の ふ しを つ く

りさ らに,グ ル ープ ご とに 自分 のふ し と友 達 の ふ しを っ な げて,グ ル ー プの お はや しを っ く る

活 動 へ と発 展 させ て い く。

子 ど もた ち は 自分 の ふ しを っ くり上 げ る こ とや グル ープ の お はや しを練 習 して発 表 す るな ど

の活 動 を通 して,音 楽 的 な 要 素 を 感 じ取 り,工 夫 して 表 現 で きる よ うにな る と考 え る。 そ こで

次 の4っ の指 導 の手 だ て につ いて,子 ど もの変 容 を 通 して 有効 性 を検 証 して い く。

(1)本 実践 に お け る指 導 の 手 だ て

① 簡 単 な ル ー ル で表 現 で きる教 材

「お はや し」 に使 わ れ て い る音 は,譜 例① の よ うに音 域 が 広 い の で,子 ど もた ちが ふ し

を っ くる際 に は,譜 例② の よ うに使 う音 の 音 域 を しぼ り,必 要 に応 じて高 い 「ミ」 「ソ」

や低 い 「レ」 を加 え て い くよ うに す る。 ま た,っ くるのが 難 しい子 ど もに は,2,3音 に

しぼ って つ く って み る よ うにす る。 「
ラソ」 「レ ド」の2音旨 「ミ ソ ラ」 「ソ ラ ド」 「ラ ドレ 」 の3音

鼻 一
加える

② 模倣を表現 に生かす

①で も述べ たよ うに,教 師の例示 も2音 か ら3音,4音 と音域を広げて い く。 また,教

師 が示 したふ しを 「まね吹 き」をす ることによって,子 どもたちは,ふ しづ くりに入 る前

にた くさんの 日本 のふ しに触れ,日 本の旋律 の特徴を感 じ取 って い くことがで きる。 この

経 験 はふ しづ くりをす る際 に役立 ってい くと考え る。

③ リズムカー ドとフ ァイルの活用

本題材で は,日 本の民謡の5っ の音を使 ってふ しをつ くることが重点 なので,リ ズムに

つ いて は,子 どもたちの知 っている曲の リズムパ ター ンを使 った リズムカー ドを何種類 か

用意 す る。

〈 リズムカー ド〉

湘痂 ま1琶示]
lddd… ♪1

Iddddldc6d～l

lddddddddad～1

この2辺 を

テ ープで はる

〈 フ ァイ ル〉

,、、、(の 、,
一..

㈹ 一eellH

」 風り,

ノ

一板 目紙

唱TP

シー ト

プ リ

ピ んで

、
'

HCIH/:E)Ci9

調d調 粥d召d～

dddlddd♪

lddddld湘d～1

)
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「

リズ ム カ ー ドは,楽 器 で 音 を 出 しなが らつ くったふ しを 階 名(カ ナ)で 書 き込 む こ とが

で きる よ うに して お く。 ま た,4枚 を 組 み 合 わ せ て8小 節 の ふ しを つ くる と きに は,リ ズ

ムパ タ ー ンを 自由 に つ な げて 試 行 錯 誤 し,曲 の ま とま り(構 成)に も意 識 を 向 け なが らふ

しをっ く る こ とが で き る よ うにす る。

④ 教 師 か らの メ ッセ ー ジ(朱 書 き)を 生 か す

っ くったふ しが書 き込 まれた リズムカー ドや友達のっ くったふ しを聴 いての感想を書い

た学習 カー ドには,毎 時適切な メ ッセー ジを子 どもに伝え るようにす る。教師 は,こ の メ

ッセージが次時の活動 に生か され るような内容 になるように心がけ る。

(2)教 材

① 「子 もり歌」 日本古謡

② 「お はや し」 川崎祥悦 作曲

2題 材の 目標

(1)日 本の伝統 音楽に対す る関心 を高ある。

(2)日 本の民謡 の旋 律には5っ の音が使われて いるとい う特徴を感 じ取 って,聴 いた り表現

した りす る。

(3)日 本の民謡 の5っ の音 を使 って 自分の旋律をつ くり,互 いの表現を聴 き合 って,よ さや

工夫 した ところを認 あ合 う。

3学 習 内容

(1)日 本の民謡 と西洋 の音楽 の旋律 の感 じの違 いや,日 本 の民謡の旋律の中で も旋律 の感 じ

の違 いがあ ることを感 じ取 って,聴 いた り表現 した りす る。

(2)旋 律 に5っ の音が使われて いる とい う特徴 に気付 き,日 本 の民謡を聴 いた り歌 った りす

る。

(3)リ コーダーや鍵盤ハ ーモニ カで音を出 しなが ら,日 本 の民謡の5っ の音 で自分 のふ しを

つ くる。

(4)グ ループで一っ のお はや しをっ くり上げ,楽 しく演奏 し発表す る。

4題 材 の評価規準

ア 日本 の伝統音楽 に関心 を もち,進 んで聴いた り表現 した りしよ うと してい る。

(観 点①)

イ 日本 の民謡 と西洋 の音楽の旋律の感 じの違 いや 日本の民謡の旋律の特徴を感 じ取 って,

演奏 を工夫 して いる。(観 点②)

ウ 日本の民謡 の5つ の音 を使 ってふ しをっ くった り,リ ズムに合わせて演 奏 した りして い

る。(観 点③)

工 日本 の民謡 の旋律 の感 じや特徴 に気を付けて聴 いた り,友 達の工 夫 した ところやよさに

気付 いた り して聴 いて いる。(観 点④)
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5指 導の実際(8時 間)

{第 玉次ユ ね らい:西 洋 と臼本 の旋律の懲 じの違いや,8本 の昆謡の旋律 の特徴 を感 じ

取 る。

時 ○ 主 な 学 習 内 容

「
感の律旋の楽音の洋西と謡民の本日○

☆ 指 導 の 手 だ て

1

2

3

じの 違 い を 感 じ取 る。}

謹 魁 綴 響 階名唱し一
〇 「お はや し」 と 「子 もり歌 」を階名1☆ 音階を五線譜で掲示 し,階 名 唱に合わせて

唱 し,気 付 い た こ とを 発 表 す る。 ・指 で た ど る。

ス,し シ 鳳 ミソラ ドレ か ○⑨ 硬力純 ㌧嚇い 仮われzいゐ

1・ 獅 がつ くったふ しを聴いて,リ コ1☆ 躰 銀 謡 の特徴を感 じ取 る、とがで きる

　 の

鍵
7が 「ヒくさん

イ勇われひ ろ

に ダーで まね吹 きをす る・

{鱒

鋤一
4iノ

チγ クのあヒ

1よ うな 旋律 を つ く り

d轟

例 示 す る。

幽一
莚墾 華 壷 …華 窒 塗薩 舞 一

〔第2次3ね らい;日 本の民謡 の旋律の特徴を生か して,っ くって表現 す る。

4Pリ コー ダ ・一一N盤 ハ ー モニ カ で音 を 轡 ズ ム パ ター ンの違 う リズム カ ー ドを聴

出 しなが らふ しを っ くり,リ ズ ム カ ー

1ド に言己入 して い く.

1うソ.の2昔 βだ

まず っく,で

ごらん. 鵜

し,各 グル ー プ に配 って お く。

☆ に!

5

艦 ◇(J'd'・-d66d～

A女
　

○楽器 で音 を凱 なが ら轍 の か ド 箇 ふ しのっ なが りが よ くなるようにr)ズ ム

を つ な ぎ合 わ せ て,8小 節 の 自分 の ふiを 変 え た り,音 を 変 え て もよ い こ と を 伝 え

しを っ くる。}る 。

動

一 ユ8一

『



一 一一__憎 一噛』■

罫

6

T、 、鰍t誤 ソラ.9宿 ゼ
つく。てこhん.

6(弱dd6d～

丁 ε 」ラ)ン(クトの音 τ朝終 わ ヴζし㌧るノ3、し・を…厳 ξ=・

入れτつ訳 匂 ま捻 ソ・あるふ しが

1φdddldδd～1

d(歩ddddd～

dddddd含

,,鵡 、d弱d～

d醐d(夢(ずd～

ddddd(飼d～

dddddc㊧d～

T=フ な ■ゲごワ・カで い い よク 〔こ ・`ノズ ン＼をカ 、え ごも い い です よ.

ldddlddd・ 団

酬d6日d・

1碓dddld6d～l
UlllCケ'●ddddd

(洞d～

○ グル ー プで テ ーマ にな るふ しを1つ

選 び,自 分 の つ く ったふ しと友 達 の っ

く った ふ しを合 わ せ て1曲 にす る。

☆ 教 師 が テ ー マ に な るふ しを2曲 つ くる。

[第3次J ね らい 雲グル ープごとにおはや しを発表 し,互 い によいと ころ,工 夫 した と

ころを聴 き合 いなが ら楽 しむ。

7 ○ グル ー プ ご と に発 表 し,聴 き合 う。 ☆満足感が もて るよ うに,よ さを認 める

6考 察

本 実 践 で は,一 人 一 人 が 自分 の ふ しを つ く り上 げ,グ ル ー プ で1曲 に して 練 習 し発 表す る過

程 で,何 度 もっ く ったふ しを 演 奏 した り聴 い た り し,日 本 独 特 の旋 律 に親 しむ こ とが で きた。

ふ しを つ く って い く活 動 や グ ル ー プ活 動 にお い て,リ ズ ム カ ー ドの 活用 は有 効 で あ った。

A女 の よ うに は じめ っ くる の に困 って い た子 ど も も,2音,3音 で つ くる こ とに よ って 自分

の ふ しを 完成 す る こ とが で きた。 どの子 ど も もふ しづ くりに取 り組 み,自 分 の ふ しをつ くり上

げ る こ とが で きた の は,簡 単 な ル ー ルで 表 現 で き る教 材 で あ ったか らだ と考 え る。

4枚 の リズ ム カー ドを つ な い で ふ しをっ くる際 には,ま とま りの あ るふ しに な るよ うに言 葉

か け を した 。B女 は レで終 わ るふ しを3番 目 に入 れ,リ ズ ム の ま とま り も考 え な が らふ しを つ

く り上 げた 。C女 はっ くって い くうち に リズ ム を変 え た い と言 って き たの で,変 え て み る よ う

に助 言 した。C女 が リズ ムを 変 え た の を聴 いて,D男 は 自分 もや ってみ よ う と思 い,リ ズ ムを

工 夫 して い った。D男 は教 師 の 言 葉 か け だ け で な く,友 達 の 表現 を聴 く こと に よ って,さ らに

工 夫 す る こ とが で き た。C女 の よ うな 作 品 を,意 図的 に全 体 に知 らせ て い く場 を 設 け る こ とが

必 要 で あ る と考 え る。 その 時 に,曲 の ま とま りの よ さ は多 様 な の で,ど こが よ さな の か を子 ど

もた ち が 気付 くよ うに して い くこ とが 課題 で あ る。
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【実践4】 第3学 年

題材 「3拍 子のながれにの って」

1研 究主題 と本実践 の意 図

子 ど もが今 もってい る力を発揮 し,音 楽のよさを感 じ取 った り,感 じ取 った ものを基に自

分 な りの表現を工夫 した りす ることがで きれば,そ の経験 は必ず生 かされ る ものにな る。

本題材で は,3年 生 の子 どもが楽 しんで簡単 にで きる身体表現 と リズム伴奏 によ って,3

拍子の拍の流れを感 じ取 り,工 夫 して表現す るよ うに した ものであ る。 この活動を通 して培

われた力 は,今 後生 き生 きと した音楽表現を生み,活 動の楽 しさを味わ うことが,次 の音楽

活動への意欲 にっなが る もの と考え る。

(1)本 実践 におけ る指導の手だて

本実践では,子 どもが音楽的 な要素を感 じ取れ るようにす るために,以 下の指導 の手だ

てを工夫す る。

① 活 動 が 広 が る教 材 の選 択

・本 実 践 にお け る教 材 は ,楽 曲,バ ンブ ー ダ ンス(ダ ンス に用 い る道 具,跳 び縄),

な どで あ る。 そ こで 次 の よ うな教 材 の工 夫 を 図 る。

・速 さや感 じの 違 う3拍 子 の 楽 曲 を通 して,3拍 子 の感 覚 を っ か む よ うにす る。

楽器

・バ ンブ ー ダ ンス は ,竹 を 跳 び な が らス テ ップす る ダ ンス なの で,全 身 で3拍 子 の 流 れ を

感 じ取 る こ とが で きる。 ま た,こ の 時期 の 子 ど もが喜 ぶ 活 動 で あ り,い ろ い ろ な子 ど も

が 音 楽 の 学 習 の 中 で認 め られ る機 会 を っ くる ことが で き る。 一 方,動 い て い る竹 を跳 ぶ

こ とで,拍 の 流 れ が 途切 れ て しま う子 ど もの た あ に は,床

に 引 いて あ る ラ イ ンや 縄 跳 び の跳 び縄 で 試 す よ うにす る。

・バ ンブ ー ダ ンスの 台 に フエ ル トを巻 き ,強 拍 で あ る1拍 目

と2,3拍 目 の違 いが 音 響 的 に も感 じ取 れ る よ うに す る。

ま た,バ ッテ リーの リズ ム伴 奏 の 楽器 は,1拍 目に 大太 鼓

な ど低 音 楽器 を使 用 し,ダ ンス と伴奏 が1拍 目で 合 わ せ ら

れ 流 れ が 感 じ取 れ る よ うにす る。

② シ ンセ サ イザ ー に よ る 自動 伴 奏 の 活 用

シンセサ イザーの 自動伴奏 を作成 し,子 どもが跳 びやすい速 さにその場で変え られる

よ うにす る。 また,そ の間教師 は子 どもの様子 を見取 るように し,タ イ ミングよ く助言

や支援 して い くよ うにす る。

③ 互いの表現 のよさを見合 う場の工夫

互い に鑑賞す る機会 を多 く設定 した り,互 いの表現 がよ く見え るよ うな隊形で学習す

ることにより,友 達 の表現の よいところを自分の表現に生 かせ るようにす る。

④一人の工夫を皆に広げ る学習 カー ドの工夫

一人一人の子 どもの感 じた ことや工夫 した ことを知 り,朱 書 きによ って認あた り助言

した りす る。 また,次 の時間にその子 に,あ るいは全員 に対 してそれを基 に して言葉か

けを し,一 人一人の めあてにっなげるよ うにす る。
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(2)教 材'ダ

① 「い るか はざ ん ぶ ら こ」 東 龍 男 作 詞/若 松 正 司 作 曲

② 「ラ ・クカ ラチ ャ」 メ キ シ コ民 謡

③ 「メ ヌエ ッ ト ト長調 」 ベ ー トーベ ン作 曲

④ 「メキ シカ ンハ ッ トダ ンス 」,「 フ ィ リ ピ ンの民 族 舞踏 ～ バ ンブ ー ダ ンス 」(ビ デオ)

2題 材 の 目標

(1)拍 の流 れ を体 で 感 じ取 って,楽 しん で 表 現 活 動 で きる よ うにす る。

(2)拍 の流 れ を感 じ取 り,そ れ を生 か して 身 体 表 現 や リズ ム伴 奏 を 工 夫 す る。

(3)拍 の流 れ に の って い る表 現 の よ さ に気 付 くよ うにす る。

3学 習 内容

(1)3拍 子 の拍 の 流 れ を感 じ取 って,リ ズ ム遊 び,リ ズ ム伴 奏 や 身 体 表現 の工 夫 をす る。

(2)拍 に の って い る友 達 の 動 きや,工 夫 を 認 め,自 分 の 表 現 に生 か して 表現 す る。

4題 材 の評 価 規 準

(1)音 楽 を体 を使 って表 現 す る活 動 に関 心 を もち,意 欲 的 に取 り組 も う と して い る。

(観 点 ①)

(2)3拍 子 の拍 の流 れ を感 じ取 り,表 現 の 工 夫 を して い る。(観 点 ②)

㈲3拍 子 の拍 の流 れ を感 じて,リ ズ ム打 ち や 身体 表 現 を して い る。(観 点 ③)

(4)拍 の 流 れ に の って い る表 現 の よ さを 感 じ取 れ る。(観 点④)

5指 導 の 実 際(7時 間)

〈第1次 〉 ね らい

リズム遊 びや鑑賞 を通 して,拍 の流れ にの って体を勤かす楽 しさを味わ う。

時

1

2

0主 な 学 習 内 容

03拍 子 の リズ ムを一 人 一 人 が つ くって

全 員 で っ な げ る遊 び をす る。

基 本 の ・始 め はAを(教 師 はB)

リズ ム ・次 にBを(教 師 はA)

B匝 羽[旺1

A

O「 メ ヌエ ッ ト ト長調 」 を聴 いて,リ

ズ ム打 ちや 身 体 表現 をす る。

○ 「メキ シカ ンハ ッ トダ ンス 」の ビデ オ

を 鑑 賞 す る。

○ 「ラ ・クカ ラチ ャ」 を歌 う。

☆ 指 導 の 手 だ て

☆教師 は楽器で リズムを打 っ。

☆順番以外 の子 も拍 にの るよ うにす る。

☆隊形 の工夫

斜1鍍
☆ lJl

lll
「リズ ムが 合 うか な?」

☆ 「メ ヌエ ッ トと比 べ て み よ う。J
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○ 「ラ ・クカ ラチ ャ」 に合 わせ て 身 体 表

現 を す る。 Q
.G

肺

P

O

☆ ひざを曲げて大 き く

難 穆癖
〈第2次 〉 ね らい

バ ンブー ダンスの蓬本の ステ ップを練習 し, 3拍 子の揺の流れ を感 ¢て表境す る0

0
0

●

4

●

貫
」

○ 「バ ンブ ー ダ ンス 」 の ビデオ を 鑑 賞 す

る。

○ 「い るか は ざ んぶ らこ」 を 歌 う。

灘1螺難疎
練 習 す る。

へ^(砂 卜

○ グループでバ ンブーダ ンスの練習 をす

る。

轟 堂

R男
E女 騨

☆1拍 目の休符 に打楽器の音を入 れ,流 れ

にの って歌 えるよ うにす る。

1灘 霧

E女 の カ ー ド

く灘轍
際 黙 罫'」『F一 吻 佃

K男 の カ ー ド
ワむず かしい とこ ろな ど ヨ

　謹鋤
カー ドか らその時間 にK男 は うま く跳べ なか った とい うことが

わ か った。 そこでE女 の感想を紹介 した後,K男 の とびたい速

さに竹 を動かす子が合わせ るよ うに助言 した。それ によ りK男

と竹 を動かす子 は同 じ速 さの拍感が もて るようにな った。田

壕磁 『
で 鋏

。牌 鵬.。,

○互 いに見合 いなが ら,歌 や打楽器の伴

奏 に合わせて踊 る。

☆ シンセサイザーの 自動伴奏を流 し,旋 律

に合わせて踊れ るよ うにす る。

〈第3次 〉 ね らい

ダ ンスや リズ ム伴奏 をZ夫 して楽 しみ,互 いに鑑賞 しなが ら高め合 う。

2
U

●

7
ー

0 ダ ンス と楽 きの ばん そ うを 工 夫 して一 っ に しよ う
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[ダ ンス]

新 しい跳 び方

を考 え る 難艶
[リ ズ ム伴奏]

リズ ムや演奏の

昌 仕方を工 夫す る

基 本のステ ップ と

組 み合 わせ る

[リ ズム伴奏]

基本の リズムと

組み合わせ る

☆ いろ い ろ な工 夫 が で き るよ うに す る。

・両 足 で跳 ん だ り同 じ足 が続 いて もい い よ

・同 じ方 向 へ 出て もい い よ
。

・跳 び上 が らな くて もい い よ
。

u繍 タ ンブ リンで トレモ ロ奏 を して い るE女 に対 し

「そ の 音 い い音 ね 。 ダ ンス に 合 わせ て 基 本 の 打

ち方 と組 み合 わ せ て み た ら。 」 と言 葉 か け した

○各 グループの表現を鑑 賞す る。

○踊 りや楽器の リズム伴奏 と一緒

に皆で歌 う。

噸

32

噂7

哩 か

具

免9

ね㎞驚懸晦
6考 察

身体表現 と リズム伴奏を活動の 中心 に据えた本実践 を通 して,い ろいろな子 どもの生 き生

きと した姿 を見 る ことがで きた。 それ は本実践 における活動が,3年 生の どの子 どもに とっ

て も音楽的な要 素を感 じ取 りやす い活動であ ったか らと考え る。

①K男 やE女 の1時 間の活動の様子や,E女 が学んだ ことがK男 のめあて にっながるとい

うことが,学 習 カー ドによって明 らかにな った。 グル ープの活動 にお いて個 々の子 ど もの

様子が把握で きる とい う点,教 師の言葉 かけを通 して他の グループの子 どもとの学 び合 い

に生 かせ るとい う点で,学 習 カー ドが有効であ った といえる。

② 指導の実際の最後 に載せた子 どもの感想 は,友 達の表現 を鑑賞す ることを通 して そあ表

現の音楽 と しての よさに気付 き,更 に感性が高ま ってい ったことの表れ と捉え られ る。 こ

れ によ り,鑑 賞 し合 うことによ って より感性が磨 かれる といえ る。

③ フ レーズを意識 した構 成の工夫 に も目を向け るよ うに した いと考えたが,現 段階ではま

だ その よさに気付かない子 どもの方が多 く,機 会 を改 めて学習す るよ うに したい。
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皿 研 究 の ま と め と 今 後 の 課 題

1研 究の成 果

子 ど もが 自ら工夫 して表現 し,満 足感や成就感 を味わ うには,音 楽の美 しさやよさを体で感

じ取 ることが大切であ る。本研究で は,音 楽的な要 素に視点を当てた指導の手だての工夫 につ

いて,授 業研究を通 して研究 を進 あて きた。

音楽的な要素を感覚的に捉 え,工 夫 して表現 するための指導 の手 だて として,「 教材選択 と

教材開発」 「学習のすすめ方 の工夫」 「聴 く ・表す を関連づけた活動 」 「タイ ミングのよい言

葉 かけ」の4っ にっいて実践 ごとに工夫 し,そ の効果 を子 ど もの姿 か ら検証 して きた。

その結果,音 楽的な要素に視点 を当て たことによ り,子 ど もが工夫 して表現す る観点 がは っ

きりし,進 んで音楽 に向 き合 うよ うにな った。 また,4っ の手だて に しぼ った ことによ り,子

ども一人一人が もっ めあて に応 じた具体 的な手だてを打 っよ うになり,ポ イ ン トを押 さえた指

導をす ることが で きた。各実践か ら得 られた研究の成果は以下の通 りである。

① 音楽的な要素を感受 しやす い教材を選択 したり,開 発 した りす ることで,子 ど もた ちは

意欲的 に学 習 に取 り組む だけでな く,工 夫 して表現す ることに対 して喜 びを見 いだ し,満

足感 ・達成感を得 ることがで きる。

② 児童相互の聴 き合いの場 を設定す ることで表現 を共 に楽 しんだ り,自 己評価や相互評価

によ り,次 の活動へのね らいを もっ ことができる。

③ 学習 カー ドの活用,教 具の工夫,個 別 ・グループ ・全体 などの意図的な学 習形態の工夫

によ って,一 人一人のよさが表れ,友 達 との学 び合 い も積極 的に行われ る。

④ 吟味され た言葉かけ によ って,音 楽 に対す る子 ど もの 目が変わる。 この ことか ら,教 師

の適時性 のある言葉かけが,重 要で あることが分 か った。

2今 後 の課題

本研究 を通 し,多 くの成果を得 ることがで きたが,音 楽的な要素を分析的な もの に しないた

めには,感 性 を育て るという教科の 目標 を忘れないよ うにす ることが大切で ある。 また,子 ど

もたち一人一人の思 いやっ まず きを素早 く捉え る教師の 目を,養 っていかな くて はな らない。

しか し,研 究が深 まるにっれ,新 たな課題 も見えて きた。今後の課題は,以 下 の通 りであ る。

今までの成果を基 に,定 着を図 りなが ら今後 も更 に努力を重 ね,研 究 してい く必要が ある。

① 子 どもの実 態に応 じて,柔 軟に取 り扱 うことので きる教材の開発を行 う。

② 一人一人の表現 の工夫を全体 に生か して い くたあの指導 の工夫 を更 に進あ る。

③ 一人一人が 自分の目的 に合わせて学 習に取 り組め るような学習環境の充実を一層 目指す。
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